





くなっている（日本経営協会, 2009; 中村, 2010; 高橋・河合・永田・渡部, 2008; 













































































































































　また、協働的な組織について研究を行ったBeyerlein, Freedman, McGee 
& Moran（2003）は、協働（collaboration）を「一緒に働くこと（working 
together）」と定義し、効果的な協働を「効率的かつ効果的に一緒に働くこと






































































































































































































































































































































図3. 職場内での従業員の職務範囲（田中, 2004a, pp.188-189より引用）
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たはGRPI Modelなどと呼ばれている（Noolan, 2005; 図４参照）。このモデル
では、チームで明確にし、共有し、それらの質を高める次元として、Goals（目
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